
（別表第1の4） 事業所名　　グループホーム「養老の泉」

目模達成計画　　　　　　　　作成日‥平成畏年2月3日

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに次のステップへ向けて取り組む目横を職員一同で話し合いながら作成します。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優
先して取り組む具体的な計画を記入します。

1／2

【目橿達成計画】

優先
順位
項目
番号

現状における問題点、課題 目　榛 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
婁する期間

目標達成状況皿

1 49

日常的外出支援 暖かい日は、全員、1 日1回は戸外へ出よ 利用者の万が戸外へ出たいと思うような

6　 か月

寒いので、外へ出ていない。そのことによ

り、運動不足や気分転換ができていない。

う。 声かけを、日勤者が協力し合ってする。
食事やおやつ取りに便乗する。
車椅子の方も積極的に出ていただく。

2 40

食事を楽しむことの支援 利用者の方と一緒におやつ、食事つくりを おやつ、団子汁つくりを一緒にする。

6　 か月

利用者の方と一緒につくる機会がなかっ して利用者の方にできる喜びを味わっても 月に1回から2回、3回へと増やしていく。

た。 らう。 起案書を作成し提出する。
結果は、業務 日誌に記録していく。

3 2 6

チームで作る介護計画とモ二ダノング 計画作成担当者、職員 、本人、家族その 月末に担当者がケースの評価を行う。ま

6　 か月

現在は、計画作成担当者が主にしている。 他関係者とのチームワークでより良い介護 た、本人家族の思いを聞き取る努力をし、
記録用式は、懸案中。 計画を作る。 それを翌月の介護計画に生かすようにす

る。

4 2

事業所と地域のつながり
近所が少ない。あっても事業所のことを理
解していただくところまでの働きかけができ

ていない。

地域の方々と良い近所付き合いをする。 引越し先（今年の春には移転予定）には、
ボランティアの方が出入りするので、その
方たちとの交流をする。
運営推進会護への出席。
回覧板や広報誌で、地域のことを知り、地
域の行事に参加する。

6　 か月

5 4

運営推進会議を生かした取り組み 活発な意見交換をして、より良いホームに 利用者の方に参加してもらう。

6　 か月

外部の方からの意見があまり出てこない。 する。 メンバーの方が、意見が出しやすいような

内容にする。

注1）項目の欄については、自己評価項 目の帆を記入して下さい。

注2）項目数やセルの幅が足りない場合は、行を挿入してください。
注3）外部評価結果の通知を受けた日から概ね30日以内に評価機関に報告してください。
注4）目標達成状況は任意となっております。期限に定めはありませんので、適宜評価機関に報告してください。



（別表第1の4） 事業所名　　グループホーム「養老の泉」

目標達成計画　　　　　　　　作成日：平成22年2月3日

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに次のステップへ向けて取り組む目標を職員一同で話し合いながら作成します。
目棟が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優
先して取り組む具体的な計画を記入します。

2／2

【目棲達成計画】

優先
順位
項目
番号

現状における問題点、課題 目　標 目模達成に向けた具体的な取り組み内容
目棟達成に
婁する期間

目標達成状況l丘孟ユ

1 5

市町村との連携 市の担当者と職員、利用者が顕なじみに 運嘗推進会議終了後、出席した市の担当

6　か月

代表者のみが必要に応じて連絡を取り
合っている。

なり、交流できる。 者の方にホームに来ていただけるよう働き
かけをする。

2 か月

3 か月

4 か月

5 4 か月

注1）項目の欄については、自己評価項目の帆を記入して下さい。

注2）項目数やセルの幅が足りない場合は、行を挿入してください。
注3）外部評価結果の通知を受けた日から概ね30日以内に評価機関に報告してください。
注4）目標達成状況は任意となっております。期限に定めはありませんので、適宜評価機関に報告してください。


